
JP 4141488 B2 2008.8.27

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基本パックシートとこれの皮膚面側に設置する重層用パックシートからなる化粧用パッ
クシートであって、
前記基本パックシートおよび前記重層用パックシートのいずれもが、保持層及び保持層で
保持された液体ないし半固形化粧料を有しており、
前記基本パックシートの保持層に保持される化粧料が親水性であり、前記重層用パックシ
ートの少なくとも一部は、それに保持される化粧料が親油性である
ことを特徴とする化粧用パックシート。
【請求項２】
　前記化粧用パックシートの保持層に保持されるそれぞれの化粧料が実質的に界面活性剤
を含有しない
ことを特徴とする請求項１記載の化粧用パックシート。
【請求項３】
　請求項１記載の化粧用パックシートにおける親油性の化粧料が保持された重層用パック
シートを皮膚面側とし、その上に親水性の化粧料が保持された基本パックシートを使用時
に重ねて用いる
ことを特徴とする美容方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は化粧水、乳液、エッセンス、クリーム、油剤、ペースト等を保持した化粧用パ
ックシートおよびそれを用いた美容方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　化粧用パックシートは簡便に肌の手入れをすることが可能であり、貼付、そして剥離の
行為が心理的にもリラクゼーション効果を与え、短期的及び長期的観点の両面から、確実
な効果が期待できることから、現在スキンケァー市場の主要な分野の一つとなり、さらに
今後の発展が強く期待されている。
【０００３】
剤形的には親水性ゲル体を不織布等の支持体に積層したゲルタイプ、不織布等の保持体に
化粧水、乳液、エッセンス、クリーム、油剤、ペースト等を含浸保持させた保持タイプが
一般的である。前者は成分の皮膚移行性は劣るものの閉塞性にすぐれており、後者は閉塞
性は劣るものの逆に成分の皮膚移行性とその使用感及びコストの点から、現在後者の保持
タイプが市場で主流である。
【０００４】
そして種々の問題点に対して、多くの改良品が市販され、また、改善改良に関して特許文
献等で非常に多くの提案がなされている。しかし、何れも総合的な解決方法の提案はない
。現状における主要な問題点としては、効果、使用感、副作用、簡便性、コスト、成分安
定性等を挙げることができる。
【０００５】
（効果について）現在市販品は、粘度の低いサラサラ型親水性保持タイプ、粘度の高いシ
ットリ型親水性保持タイプ、油性保持タイプ、シート状のゲルタイプ等がある。又、乾燥
肌用、脂性肌用等があるが、Ｔゾーン等同一人においても顔の部位によっては、又、時期
によっても、脂性の差、湿性の差が存在し、さらに個体差はより大きく、とても数種類の
タイプの製品で、適切に対応することは不可能である。その結果、このミスマッチによる
効果不足と湿疹、かぶれ等の副作用やかゆみ、刺激等の不快な使用感を経験した使用者は
多い。これには製品成分の均一性や経時的安定性を維持するため強力な乳化等を用いる製
剤設計の影響も含まれるものと思われる。
【０００６】
（使用感、副作用について）密着性の不足と上記副作用及び不快な使用感等の問題がある
。高低、凹凸等の存在する顔面を一枚のシートで覆うことは基本的には不可能である。
【０００７】
（コストについて）現状の市販価格は一回分あたり、１００～５００円の通常品と１００
０～５０００円或いはそれ以上の高級品に二分される。さらに最近の傾向として、この種
商品は非定期的使用品から定期的使用品に移行しつつあり、それに伴って、今後はより低
価格化、簡便化の方向が市場からは求められると思われる。
【０００８】
　以上の問題点の中、効果に対する提案として、（Ａ）不織布等に合成フィルム等を積層
し、閉塞性とすることによって、その効果を高めようとする提案（例えば特許文献１～５
）、（Ｂ）新規な素材を用いることによって、閉塞性、密着性を改善し、その効果を高め
ようとする提案（例えば特許文献６～１１）、（Ｃ）油性保持シート（例えば特許文献１
２及び１３）などがある。しかし、（Ａ）については、閉塞性の効果は優れているが、密
着性能はかえって、悪化することが懸念される。（Ｂ）の場合は、密着性は極めて優れて
いると考えられるが、柔軟故に取り扱い性は極めて悪く、さらに最も問題は、成分の保持
性とそのコストである。この種商品は全産業的には、その原材料使用量の観点からは非常
に少量の分野である。したがって、その原材料が他産業で使用されている場合は、一般的
に比較的低コストで入手可能であるが、それに該当しないケースでは低コストでの入手は
期待できないことが多いのである。（Ｃ）の場合は、事前の肌の保水性改善、事後の拭き
取り等操作が複雑である。さらに何れの場合も上記部位差、時期差、個体差等には全く対
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応することが出来ない。次に使用感、密着性等の問題、さらにコストの問題に関して、直
接的な提案は見当らない。簡便性、安定性に関する提案（例えば特許文献１４～１６）と
しては、含有水を分離し、乾燥状態として保存、使用直前に水を供給することによって復
元するものである。したがって、水の適切な供給という新たな問題を提起するものである
。したがって、以上の理由から、現在まで解決のみならず、改善された商品も市販されて
いないのが実情である。
【０００９】
【特許文献１】特開２００５－２８１２３２号公報
【特許文献２】特開２００５－２１１４２５号公報
【特許文献３】特開２０００－１１９１２９号公報
【特許文献４】特開平１１－２２８３４４号公報
【特許文献５】実全昭６０－１３４４０３号公報
【特許文献６】特開２００５－２１３１７６号公報
【特許文献７】特開２００３－３００８５２号公報
【特許文献８】特開平６－６５０４８号公報
【特許文献９】特開平４－９５０１５号公報
【特許文献１０】特開平４－５４１０８号公報
【特許文献１１】特開平４－５４１０７号公報
【特許文献１２】特開昭６２－６１９１０号公報
【特許文献１３】特開２００１－２３３７５６号公報
【特許文献１４】特開２００６－２６３３７７号公報
【特許文献１５】特開２００６－２４９０３０号公報
【特許文献１６】特開２００６－５６８０４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本来、基礎化粧品の主要な目的の一つは、皮膚の正常な活動に必要な成分の不足を補う
ことである。不足分を補うことは、供給された成分の中から、皮膚側の選択によって必要
とするものが、必要とする量のみ取り込まれることが理想である。自由な選択であって、
クリーム、乳液、ローション等、一律に均一な成分を個体差及び顔面の部位差、さらに時
間、時期、体調等による変化をも考慮せず、半ば強制的に皮膚側に押し込み、見せかけの
健康皮膚、美肌を演出する多くの市販化粧品は上記原則を逸脱するものであり、当然仕上
化粧品にも該当せず、したがって医薬品的領域に属すると考えられるのである。医薬品的
領域に該当するものは、当然使用方法、期間もそれに準じなければならない。
　しかし、現実には自由な使用方法、即ち、化粧品的に使用されているのである。このこ
とによって必要としない成分又は必要としない量の成分の皮膚内侵入、皮膚上付着が発生
し、種々の皮膚トラブル（湿疹、皮膚刺激等の副作用或いはベタツキ等使用感）の要因と
なっているのである。
【００１１】
　多くの化粧品は製品の経時安定性の観点からも強力な乳化力を有する界面活性剤を使用
しており、これが成分の浸透、付着を計り、且つ、配合成分の均一性を維持し、容易には
分離させないのである。したがって、皮膚側の選択的取込を阻害することになる。
【００１２】
　一方、パック類は所定の時間、皮膚に成分を接触させ、その間皮膚側の選択的な成分取
込に委ね、残余は物理的に除去する方法である。この観点からみれば、パック類は基礎化
粧品としては理想的であり、その存在価値が評価される所以である。
【００１３】
　しかし、そのパック類においても上記［０００８］記載の如く、効果増強、使用感改善
、密着性向上、安価な適性価格等の問題が提起されている。
　種々検討の結果、上記諸問題を解決する手段として、部分的或いは全面的に保持タイプ
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を使用時に重層して用いることが適当であるとの知見を得たのである。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　第１発明の化粧用パックシートは、基本パックシートとこれの皮膚面側に設置する重層
用パックシートからなる化粧用パックシートであって、前記基本パックシートおよび前記
重層用パックシートのいずれもが、保持層及び保持層で保持された液体ないし半固形化粧
料を有しており、前記基本パックシートの保持層に保持される化粧料が親水性であり、前
記重層用パックシートの少なくとも一部は、それに保持される化粧料が親油性であること
を特徴とする。
　第２発明の化粧用パックシートは、第１発明において、前記化粧用パックシートの保持
層に保持されるそれぞれの化粧料が実質的に界面活性剤を含有しないことを特徴とする。
　第３発明の美容方法は、請求項１記載の化粧用パックシートにおける親油性の化粧料が
保持された重層用パックシートを皮膚面側とし、その上に親水性の化粧料が保持された基
本パックシートを使用時に重ねて用いることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　第１発明によれば、つぎの効果を奏する。
ａ）重層用部分パックシートを活用することにより、直接的には密着性の向上が計られる
。すなわち、目周辺部、小鼻、鼻先、鼻周辺部、口周辺部等必要な部分に脱脂綿等柔軟な
素材の重層用パックシートを使用すれば、密着性が向上し、その結果成分の移動を促進す
ることができる。
ｂ）親水性のシートと親油性のシートを用時に重層使用することにより、水分と油分の適
度のバランスが重要な肌に対し、それぞれの成分が選択的に皮膚に移動していき、しかも
ベタツキや皮膚刺激を起さないようにすることができる。
ｃ）親水性のシートと親油性のシートを重層することにより、保湿等の効果の向上度は合
成樹脂フィルム等の閉塞性基材を用いて被覆した場合を凌ぐものとなる。
　第２発明によれば、界面活性剤が存在しないことから、化粧料の選択的取込みがより円
滑に行える。
　第３発明によれば、基本パックシートと重層用パックシートの使用により、肌質の異な
る部分に対し、それぞれ適した新油性と親水性の化粧料を選択的に取込め、しかも皮膚刺
激等を起こさないようにすることが可能となる。
【００１６】
　本発明の化粧用パックシートの利点は、つぎのとおりである。
ａ）密着性に関しては、目周辺部、小鼻、鼻先、鼻周辺部、口周辺部等必要な部分に脱脂
綿等柔軟な素材の重層用パックシートを単層或いは積層して使用すれば十分効果的である
。効果については、液体非透過性の基材層を用いて閉塞性を高めれば、限られたパック使
用時間と雖も成分移行性はさらに高まり、選択的取込の範囲内で効果の増強がみられ、そ
の結果生じる密着性不良は重層用パックシートを用いれば解決可能である。
ｂ）肌質の異なる部分に対する対応は、基本パックシートが保持する化粧料とは異なる組
成の化粧料を保持する重層用パックシートを用いて解決した。すなわち、使用感や副作用
に関しては、親水性保持層と親油性保持層を構成し、且つ、それぞれの保持層を用時重層
使用することによって解決した。また、分離保持することにより、さらに保湿効果増強等
、前記閉塞性基材を用いた場合を凌ぐ効果も併せて有することが判明した。通常は、この
二つの異なる性質を乳化して使用するが、その場合、均一になり、皮膚に付着した時分離
せず、且つ、保持されていないので供給量もコントロールされず、結局ベタツキ、皮膚刺
激等の要因となるのである。また、乳化せず使用した場合、当然油分の分離及び偏在が発
生し、これもまた前記とは性質の異なるベタツキ、皮膚刺激の要因となるのである。親水
性パックシートと親油性パックシートを重層することにより、それぞれの成分はそれぞれ
の保持層に保持されながらベタツキ、皮膚刺激の要因とならない範囲で適度に皮膚側に移
動するのである。その比率は当然皮膚側の選択的取込に基づくものと考えられる。皮膚は
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適度の水分を保持している時、適度の油分を選択的に保持することができるのである。即
ち、水分、油分の適度のバランスが重要である。乾燥状態の皮膚に油分を必要限度を越え
て補えば、皮膚はそれを排除するために多くの疲労を甘受しなければならず、又、排除で
きなければ、種々の皮膚トラブルの要因となるのである。即ち、選択的取込の条件が必要
なのである。これを満たすのが親水性パックシートと親油性パックシートを一定時間且つ
、成分の皮膚面への移動が可能な保持状態で重層するところの本発明による重層法である
。
ｃ）選択的取込が円滑に進行するためには界面活性剤の存在はマイナス要因と考えられる
が、やはり使用試験の結果これを確認することができた。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本発明の化粧用パックシートについて詳細に説明する。
　保持層は、親水性または親油性の化粧料を保持し、使用時人体皮膚上で、これを放出し
、化粧料の効果を発揮する目的で用いる。具体的には、紙、布、不織布、織布、タオル、
毛布、編み物、キルト、脱脂綿等を挙げることができ、これらを単一層あるいは積層体と
して用いてもよいのである。特に、脱脂綿は柔軟性、放出性、保持性等に優れており、保
持層としては、もっとも好ましい。さらに必要に応じて閉塞性、遮断性、支持性の中、少
なくとも一つを付与するためにフィルム状又はシート状の基材層を積層しても良い。又、
重層用パックシートをこの基材層のみ、又は基材層と［００２１］記載の粘着層で構成し
、部分的に閉塞性及び／又は遮断性を付与することも可能である。
【００１８】
　液体ないし半固形化粧料としては、液体、ローション、クリーム、乳液、油剤、ペース
ト等の形状の化粧料である。又、構成成分は化粧品として許容されるものであれば良い。
【００１９】
　フィルム状又はシート状の基材層としては、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリアミ
ド、ポリエステル、ポリウレタン、エチレン－酢酸ビニル共重合体、ポリ塩化ビニル、ポ
リブタジェン、セロファン、ポリクロロプレン、ポリアミノ酸、ニトリルゴム、ブチルゴ
ム又はシリコーンゴム等の合成樹脂やその他天然樹脂等で薄く形成したフィルムないしシ
ートを用いることができる。又、必要に応じて、発泡処理、穿孔、はっ水、はつ油処理、
凹凸加工、スリット加工等を施しても良い。ウレタンフィルムは柔軟性にすぐれており、
基材層としては、最も好ましい。さらに基材層と保持層が全面的又は部分的に接着又は融
着されていてもよい。
【００２０】
　はっ水、はつ油処理としては、パラフィン処理、シリコン処理、フッ素樹脂処理等を挙
げることが出来る。この目的は手のひらで押さえたり、引き上げたりするとき、手のひら
と基材層との剥離が円滑に行なえるためである。剥離が重い場合、皮膚と保持層が剥離し
、密着性の低下が生じるのである。
【００２１】
　接着としては、酢酸ビニル系粘着剤、アクリル系粘着剤、ポリビニルアルコール系粘着
剤等の他、使用に差し支えがない程度の固定力を有するものであれば良い。必要に応じて
、デンプン系等の水性粘着剤も用いることができる。水性粘着剤は基材層と保持層の密着
性が良好な場合に使用することが可能であり、その際これは水性化粧料に溶解し、その結
果、両層の自由度が大きくなり、パックシート全体の柔軟度が向上するのである。又、部
分的な接着、融着は柔軟性向上に寄与する。融着には押し出しラミネート法も含まれる。
【００２２】
　基材層の凹凸加工は、熱エンボス加工、フィルム成形時加工等による。この目的ははっ
水、はつ油加工と同様手のひらと基材層の剥離を軽くするためである。
【００２３】
　スリット加工は、基材層のみ切断するもので、この目的もパックシート全体の柔軟性向
上を計るためである。
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【００２４】
　閉塞型においては、保持層を複数以上に分断してもよい。これによってパックシート全
体の柔軟性と特に保持層の密着性が向上するのである。
【００２５】
　保持層に塊状、棒状又は網状物等を付着及び／又は内包させてもよい。この目的は皮膚
に対して、適度な物理的刺激を与え、マッサージ効果を得ることである。それらは、繊維
、紙、布、不織布、合成樹脂、天然樹脂等の素材を用いて、上記形状に成形したものを挙
げることが出来る。
【００２６】
　形状としては、全面用と部分用が考えられる。全面用は全顔タイプ、上半分と下半分の
組合せタイプ等である。部分用としては、鼻用、口用、目尻用、頬用等約１００ｃｍ２程
度以下のもの、用時適当なサイズに切断して用いるフリーサイズ等である。
【００２７】
（使用試験）
　親水性パックシート、親油性パックシート各単独使用との比較試験結果等を次に示す。
　試験者：顔面に機能的な異常がなく、化粧品の対応可能な肌質の範囲を越えて皮膚病と
判定される症状、欠損、変形等の異常もない正常皮膚を有する、年令２０～５０才の女子
２０名を試験者とした。
　検体：実施例１及び比較例１～５のものを用いた。
【００２８】
　試験方法：洗顔後、就寝前に所定のパックシートを１５分間用いて試験し、使用中（密
着性、副作用）、除去より一時間経過後（保湿状態、ベタツキ、副作用）及び翌朝起床時
（保湿状態及び副作用）の三回各項目について確認する。第一週、第一日目に顔面右側半
分に先ず検体１ｂを１シート、その上に検体１ａの半分を重層する。次に左半分に検体４
の半分を貼付する。第一週、第三日目は第一日目と同様検体につき、左右反対に同様実施
する。以下同様に、第二週は検体（１ａ、１ｂ）と（３ａ、３ｂ）、第三週は検体（３ａ
、３ｂ）と（５）、第四週は検体（２）と（４）、第五週は（１ａ、１ｂ）と（６）につ
き実施する。尚、洗顔後、翌朝確認終了まで検体以外の化粧品等は顔面に使用しないこと
とする。
　評価：（）内は評価点数、同一検体についての顔面左半分、顔面右半分の評価点数を合
わせ、更に前記２０名の合算値で評価した。
Ａ．使用後の皮膚の保湿状態について（本試験においては、重層用部分パックシートの 
使用部位が限定的であることをも考慮して評価した。）
　・大きく改善（３） 
　・改善 （２）
　・少し改善 （１）
　・変化なし （０）
　・悪化（０、副作用の項で評価する）
Ｂ．使用後の皮膚のベタツキの程度について
　・強いベタツキ感がある。 （３） 
　・ベタツキ感がある。 （２） 
　・少しベタツキ感ある。 （１）
　・ベタツキ感ほとんどない。（０）
Ｃ．使用中、使用後にかゆみ、刺激、乾燥等の不快症状及び湿疹、かぶれ等の副作用の 
有無及びその程度について
　・特に強い症状がある。（３） 
　・強い症状がある。 （２） 
　・弱いが症状がある。 （１）
　・ない。 （０）
Ｄ．密着性について
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　・非常に良い。（３） 
　・良い。 （２） 
　・やや良い。 （１）
　・良くない。 （０）
【００２９】
試験結果：下記の表に示す。
【表１】

【００３０】
　考察：
Ａ．親油性パックシートと親水性パックシートの重層使用により、それらの単独 使用と
比較して明らかに保湿状態の改善に顕著な効果があり、同時にベタツ キ、密着性の改善
にも極めて有効なことが判明した。さらにこれによる副作 用は極めて少なく、低減効果
は極めて大きいと考えられる。
Ｂ．重層用部分パックシートの密着性改善効果は極めて顕著である。さらに保湿 状態改
善にも有効である。
Ｃ．油分を必要とする肌質の部分のみに重層用部分パックシートを適用すること により
、保湿状態に関する効果は維持した上、密着性、ベタツキ及び副作用 の大幅な改善効果
を確認することが出来た。
Ｄ．親油性パックシート単独使用は効果、使用感、副作用等、何れに関しても良 い結果
は得られなかった。
【００３１】
　以下、本発明の実施例を詳細に説明する。しかし、本発明はこの実施例に限定されるも
のではない。
【実施例１】
【００３２】
　保持層として不織布（コットン、坪量４０ｇ／ｍ２）を用いて、所定の顔面用（縦横２
５×２４ｃｍ）１枚を製作し、親水性化粧料Ａ（油分非添加）を２５ｇ／シート含浸させ
たのち、包装し、基本パックシート１ａとする。次に保持層として不織布（コットン、坪
量３０ｇ／ｍ２）を用いて、頬用（縦横６×７ｃｍ、頬型）２枚を製作し、親油性化粧料
Ｆを１．５ｇ／シート含浸させたのち、包装し、重層用パックシート１ｂとする。
【００３３】
（比較例１）
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　保持層として不織布（コットン、坪量４０ｇ／ｍ２）を用いて、所定の顔面用（縦横２
５×２４ｃｍ）１枚、次に目尻用（縦横６×７ｃｍ、目尻型）２枚を製作し、親水性化粧
料Ａを合計３枚のシートに３０ｇ含浸させたのち、包装し、化粧用パックシート２とする
。
【００３４】
（比較例２）
　保持層として不織布（コットン、坪量４０ｇ／ｍ２）を用いて、所定の顔面用（縦横２
５×２４ｃｍ）１枚を製作し、親水性化粧料Ａを２５ｇ／シート含浸させたのち、包装し
、基本パックシート３ａとする。次に保持層として不織布（コットン、坪量４０ｇ／ｍ２

）を用いて、頬用（縦横６×７ｃｍ、頬型）２枚を製作し、親水性化粧料Ｂ（油分添加）
を２ｇ／シート含浸させたのち、包装し、重層用パックシート３ｂとする。
【００３５】
（比較例３）
　保持層として不織布（コットン、坪量４０ｇ／ｍ２）を用いて、所定の顔面用（縦横２
５×２４ｃｍ）１枚を製作し、親水性化粧料Ａを２５ｇ／シート含浸させたのち、包装し
、化粧用パックシート４とする。
【００３６】
（比較例４）
　保持層として不織布（コットン、坪量４０ｇ／ｍ２）を用いて、所定の顔面用（縦横２
５×２４ｃｍ）１枚を製作し、親水性化粧料Ｂを２５ｇ／シート含浸させたのち、包装し
、化粧用パックシート５とする。
【００３７】
（比較例５）
　保持層として不織布（コットン、坪量３０ｇ／ｍ２）を用いて、所定の顔面用（縦横２
５×２４ｃｍ）１枚を製作し、親油性化粧料Ｆを１５ｇ／シート含浸させたのち、包装し
、化粧用パックシート６とする。
【００３８】
（化粧料組成）
　　　　　　　　　　　　　　　親水性化粧料Ａ　　親水性化粧料Ｂ　　親油性化粧料Ｆ
・精製水　　　　　　　　　　　　　　９１．７　　　　　８９．２
・ＢＧ　　　　　　　　　　　　　　　　３　　　　　　　　３
・グリセリン　　　　　　　　　　　　　３　　　　　　　　３
・シリコンオイル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
・スクワラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．３　　　　　１０
・トリオクタノイン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５　　　　　４０
・オリーブ油　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４８．８
・トレハロース　　　　　　　　　　　　１　　　　　　　　１
・キサンタンガム　　　　　　　　　　　０．２　　　　　　０．２
・ＰＥＧ－６０硬化ヒマシ油　　　　　　　　　　　　　　　０．５
・アロエエキス　　　　　　　　　　　　０．３　　　　　　０．３
・カンゾウエキス　　　　　　　　　　　０．３　　　　　　０．３
・トウキエキス　　　　　　　　　　　　０．３　　　　　　０．３
・ビタミンＥ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
・ＢＨＴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　０．２
・メチルパラベン　　　　　　　　　　　０．１５　　　　　０．１５
・プロピルパラベン　　　　　　　　　　０．０５　　　　　０．０５
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：％
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